
トヨタ自動車株式会社

1 1TR -FPE型エンジン(LPGエンジン)
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車両型式 エンジン型式 適用時英語

1 概要(図 1-1) 

世界トップレベルの商用車用LPGエンジンを 目指して開発された lTR-FPEエンジンは. lTR -FE(2.0L 

ガソリン)で実績のある VYT-i. ローラ・ロ ッカ ・アーム.ロング ・リーチ ・スパーク・プラグなど信頼

性の高い構造をベースに. 新 Llt代のLPGエンジン制御技術である「屯子制御式LPG液体噴射システム

(EFILP : EFI for LPgas) Jを採用した。各気官jに配世された電子制御のLPGインジェクタから液体燃料を

噴射するシステムの採用により.ガソリ ン・エンジンと同様の精密な空燃比制御を nJ能とするなど.11.Jj性

能 ・高信頼性 ・低振動 ・軽此 ・サービス性向上を図ると共に.低燃費 ・低エミ ッション化との両立を悶り.

新試験モード(]E05)叫における「半成17年排出ガス基準(新長期排出ガス規制)J*2に適合し更に「窒素酸化

物 (NOx)10%低減レベルJを達成した。

直三日 * 1 :ガソ リン ・LPGsp:パ、ラック パスの.m:':I(JI(は.従来の試験モードであるrG13モー J':Jが単純パターン

(抑止 ・加速 ・定常 ・減速)化した走行条件で排出ガスを測定するのに対して新試験モードであるrJEOS

モードJでは実走行を棋擬したより厳しい条件で排出ガスを測定する。

ネ 2: r ‘I~成 17年排出ガス基準 (新長期排出ガス規制)J :環境省公示及び同七交通信令で制定され平成17年10

川1[(から適用が開始された規制で， -1>: 1ド(1Mが該当する杭日Ij(ガソリン .LPG市/トラック ・パス/ifc hl 

11[( * Illij総重量孟3.St)では一酸化成ぷ(CO)= 16.0g/kmh 以下.非メタン ;1~化水素(NMHC) = 

0.23g/kmh以下，宅点酸化物(NOx)= 0.7g/kmh以下の排出日;が義務付けられている。

図 1-1 エンジン縦断面図
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1) エンジン仕様

(1 ) エンジン性能曲線(図 1-2) 

(PS) kW 
(1TR'FPE) 

N'm (kgf'm) 

130 220 
22 

120 ~ 90 189{19.3} (3600) 85{116) (4800) 200 20 

180 

100 
70 

結 90

出 80~60

160 16 ト
J(， 

140 14 ク

120 12 

100 10 

80 8 

40 ~ 30 

10~ 10 
。。

2 3 4 5 6 7x 10' 
エンジン関紙速度むIminJ

図1-2 エンジン性能曲線

(2) エンジン仕様一覧

排気泣[L) 1.拘8

シリンダ数及び配i首 直列4気筒 ・ 繊'l(t~ き

燃焼室形状 ペン ト・ ルーフ形

弁機椛 DOHC4弁 ・チェーン駆動

パルプIlf変緩椛 吸気VVT由 i

吸排気方式 クロス ・フロー

内径×行穆[岡田] 部.0x部.0

圧縮比 10.6 

燃料供給方式 EFILP 

最高出力〈ネット)[kW !PSI) (r/min) お 11151(48∞) 

五芝大トルク〈ネット)[):. m Ikgf . ml] (r min) 18911921 (3ぽゆ)

インテーク ・パルプ ・タイミング
!刻 き -60-34・BTDC
r~~ じ 520 -12・ABDC

エキゾースト ・パルプ ・タイミング
1m さ 44・BBDC
関 じ 8・ATDC

点火i阪J'f 1-3-4-2 

使用然科 液化石油ガス(LPG)

2) エンジン ・コン トロール全般

・ 電子mIH~J式 LPG 液体噴射方式 (EFI for LP gas)を採用し，マルチ ・ポイント ・インジェクション(MPI)万式

などの探別により.ガソリン ・エンジンと同等の精密な杢燃比制御を可能とした。

-電子制御式LPG液体噴射方式の採用と併せて.燃料噴射制御(EFI)・点火時期制御(ESA)・1弁式電子制御

スロットル制御(ETCS-i)・VVT-j制御などを総合的に高精度で制御するTCCS(TOYOTA Computer 
シ トロール恥 シ:<iルム

Controlled System :エンジン総合制御システム)を採用することで.LPGエン ジンとして大幅な高性能 ・高

出力化.低燃費化及びエミ ッショ ン性能の向上を闘っている。

-外部診断器(DST-2)を使用し SAE規格ダイアグ ・コード・ データを呼び出し.アクティブ ・テストなど

正確かつ詳細な故障診断を可能とした。
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3) フュー工ル全般

-新世代のLPG燃料供給システムとなる「電子市IJ御式LPG液体噴射システム(EFILP: EFI for LPgas) Jを採用

した0

・液体噴射システムの採用に伴い.液体燃料の加圧及び圧送を行うフューエル ・ポンプを採用し.フューエ

ル・タンク内に配置した。

・フューエ1レ配管は循環配管としフィード側配管とリターン側配管にソレノイド・パルプ(タンク ・カッ

ト・パルプ・プレッシャ ・リターン・バルブ)を配置した。

-液体LPGを噴射するLPGインジ‘ェ クタを各気筒に配置することにより.エンジン・コントロール ・コン

ビュータによる高精度の燃料噴射制御を可能とし高出力化と低燃費化の両立を図っている。

-容量90Lのフューエル・タンク (LPGボンベ)を採用し，車両左側に縦置き配置した。

2 構造・機能

1) 構成部品の配置(図 1-3， 4， 5， 6) 

LPGインジェクタ X4

ホッ ト・ ワイヤ式
エア・フロー ・メータ
(吸気温センサ内蔵) ¥ 1 燃料温度センサ

1弁式1lt子制御

スロットル・ボデー

クランク・ポジション ・ ¥ 
フラット・ノック・センサ

センサ

図1-3 エンジン・ コントロール全般
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フィート弁
{過流防止弁:E. F. V.内定)

タンク・カット・パルプ
{緊急活断弁〉

充てんパルプ
{過充てん防止弁付き)

フューエル・ポンプ

リリーフ弁
プレッシャ・リターン・パルプ
{リターン側窓街弁}

安全弁 f 「」訟で丙

エンジン・
コントロール・
コンピュータ

フューエル・フィルタ

フューエル・タンク(LPGボンベ)下面貌

図1-4 フューエル全般

て〉クランク・ポジシヨン
センサ

1弁式首E子制御
スロットル・ボデー

図1-5 エンジン・コントロール・システム図
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水温センサ

エア・フロー ・メータ
{吸気温センサ内蔵}

スロットル・ポジション・センサ

アクセル・ポジション・ センサ

カム ・ポジション・センサ

クランク・ポジション・センサ

ノック・センサ

スタータ

デリパリ ・パイプ燃料温度センサ

デリパリ ・パイプ燃料圧力センサ

フューエル ・タンク餓科温度センザ

フューヱル ・タンク燃料圧力センサ

A/Fセンサ

0:センサ

ストップ ・ランプ・スイッチ

イグニシヨン ・スイvチ

パッテリ'ill>>

エアコン・アンプリ・ファイヤ

パワー・ステアリング油圧スイッテ

ニュートラル・スタート・ スイッチ

オルタネータ

*: A/T:iI1 

-・・1S:1fi:']・・

エンジン・コントロール・コンビュータ

メイン・リレー

1弁主主電子制御スロットJL-.ボデー
.DCモータ

ィヂ子才亨=夜型
イグニション ・コイル#1-#4

{イオン~流倹出回路〉

LPCインジzクタ #1-#4

VVT-I用 OCV

ヲ7正ーエF 万す下7ヌw
(リターン{則電磁弁)

サーキ‘ノト・オープニング・りレー

フューエル・ポンプ・リレーNo.1・No..2

コンビネーション ・メータ

|チェック・エンジン・ウォーエング・ランプi
| LPGインジケータ・ランプ | 

各センサ電源

DLC1(TE01積子内震}

DLC3(DST-2対応}
(TC緒子内蔵}

トランスミッション・コントロール・
コンビュータ・

図1-6 工ンジン・ コントロール・ブロック図

2) 構成部品の構造 ・配置

(1 ) フューエル・タンク(図 1-7) 

・フューエlレ・タンク (LPGボンベ)容量は90Lとした。

・フューエ1レ・タンク後部に充てんパルプ(ハンドル灰色)を.中央下部に取り出しパルプ(ハンドル赤色 :前

方側)とリターン ・パルプ(ハンドル赤色:後方側)を配置した。また.タンク側面にはフューエル ・レベ

ル ・ゲージを配位した。

・フューエJレ・タンクには液体燃料を圧送 ・加圧するフューエル ・ポンプが内蔵されており，ポンプ下部には

フィード弁(過流防止弁:Excess Flow Va1ve内蔵)とリターン弁を配置した。そのほか. タンク下部には

フューエル ・フィルタ.安全弁.燃料圧力センサ.燃料温度センサを配置した。

プレγシャ・リターン・パルプ
{リターン健11;隆弁}

エンジンへl

N 

‘圃1Il両前方

フューエル・
レベル・ゲージ

取り出しパルプ 、リターン・パルプ充てんロ

(ハンドル赤色) (ハンドル符色}

!フューヱル・タンク側面復 |
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フューエj!，-.ポンプ

リターン配管

‘圃車両前方

慾料;gl!lセンサ
量豊科Eカセンサnり付Itf)

|フューエル・タンク下冨被|

図1-7 フュー工lレ・タンク

(2) フューエル・ポンプ(図 1-8) 

. LPG液体噴射式の採用に伴い.液体燃料を加圧して圧送する円周流式のインタンク ・フューエJレ・ポンプ

を採用した。

-フューエル ・ポンプは.2個のモータを直列にして使用する構造とし高燃庄の確保.高流量への対応，

モータ負荷低減による高美子命化及び、静粛性を確保した。また.サクション ・フィ Jレタ，フューエル ・プレッ

シャ ・リ1)ーフ ・パルプ.EFV作動パルプをフューエJレ・ポンプに一体化しコンパクト化を図っている。

・エンジン ・コントロール・コンビュータにより.エンジンの運転状態に応じてフューエル ・ポンプ流:G:を3

段階に切り替える制御を探用したo

-燃料吐出部にフユーエル ・プレッシャ ・リリーフ ・パルプ(液封リリーフ弁)を設定した。タンク ・カット・

パルプが閉弁した場合などフューエル配管内の燃圧が所定値(タンク内圧力+約l.lMpa)以上に上昇した

場合に開弁し.燃料をフユ}エル ・タンクへ戻すことで配管を保護する。
~タ七九ヲローパルプ

-燃料吐出部にEFV(Excess Flow Valve :過流防止弁)作動パルプを設定した。万一.配管が破損した場合な

ど燃料が急激に流れて燃圧が低下したときに問弁する。これにより骨ポンプ吐出構造が燃料過流の抵抗とな

らないようにしてEFV(過流防止弁)が確実に作動するように配慮した。

霊童日 * : EFV(過流防止弁)は燃料が一定以上の流庄になった場合に閉弁する構造となっている。

サクション ・
フィルタ

〈フュー工ル・ポンプ仕様〉

最大吐出圧[印aIkgf/ cllIl ) 
吐出量[Lノh]・仕出圧 kPalkgfl cn!l時

サクション・
フィルタ

フューヱル・プレッシャ -
h リリーフ ・パルプ

{液封リ りーフ弁}

EF.V.作動パルプ/ぺ

盟E科吐白書事 費里斜吸引官事

国 1-8 フューヱル・ポンプ

一100-

A-A断濁

40014.081 

120以上
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(3) タンク・カット・バルブ(緊急遮断側)及びプレッシャ・リターン・バルブ(リターン側電磁弁)(図 1-9) 

・タンク・カット・パルプ(緊急遮断弁:LPGソレノイド・パルブ)は，フィード側フューエル配管経路に配

置されており.エンジンとフューエjレ・タンク聞のフィード側燃料通路を開閉する。

・タンク・カット・パルプは，エンジン・コントロール・コンビュータの制御によ り.ポンプ・プレ駆動時 ・

エンジン始動時~運転中に問弁しエンジン停止中は問弁する。プレッシャ ・リターン・パルプ(リターン

側電磁弁)と併せてエンジン停止中に関弁することにより.フューエJレ・ポンプ停止時もフユーエJレ配管の

圧力を保持することでLPGの気化を抑制(液相維持Yし再始動性の確保を図っている。詳細は.3)電子

制御式LPG液体噴射システム (EFILP)の項を参照すること。

・フューエJレ・システムの部品交換時なとe配管内の燃料抜き作業時に使用するサービス ・ポート・パルプを設

定した。

護三日 * : LPGは約O.2Mpaの圧力で1引ける。

・プレ ッシャ ・リターン ・バルブ(リターン側電磁弁:LPGソレノイド ・パルプ)は， リタ ーン側フューエル

配管経路に配置されており，リターン側の燃料通路を開閉する。

・プレッシャ ・リターン・パルプは， リターン側経路の配管内が所定以上高圧になった場合.パルプが聞いて

燃料をフューエル・タンク側にリリ ーフする構造を備えている。

・プレッシャ・リターン・パルプは，エンジン ・コントロール ・コンビュータの制御により.ポンプ ・プレ駆

動時・エンジン始動時~運転中に問弁しエンジン停止中は問弁する。タンク・カット・パルプ(緊急遮断

弁)と併せてエンジン停止中に問弁することにより，フューエル・ポンプ停止時もフユーエル配管の庄力を

保持することでLPGの液相を維持(気化を抑制)*し.再始動性の確保を図っている。詳細は.3)電子制御

式LPG液体噴射システム (EFILP)の項を参照すること。

・フューエル・システムの部品交換時など配管内の燃料抜き作業時に使用するサービス ・ポート・パルプを設

定した。

霊童ヨ * : LPGは約02Mpaの圧力で液化する。

リターン僻l配管

悠斜出口

___，._(フューヱル・
~タンクへ)

プレッシャ・リターン・ パルプ(りターンi昭電総弁}草野iii

悠料入口圃令

(フューエル・
タンクから)

タンク・カット・パルプ
{緊急遮断弁}

タンク ・カット ・パルプ(緊急逮断弁}阪商

図1-9 タンク・カット・パルプ及びプレッシャ・リターン・ バルブ
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{4} LPGインジェクタ (図 1-10) 

. LPG液体噴射用のLPGインジェクタを採用しインテーク・マニホールドに搭載した。

. LPGインジェクタは.燃料通路構造をボトム ・フィ ー ド. トップ ・リターン構造とした。これにより.エ

ンジンの余熱などによって気化した燃料の排出性に優れたものとして.高温時の再始動性を確保した。

. LPGインジェクタ先端にはイ ンシュレータ Ass'yを設定した。インシュレータ Ass'yには..フ ッ素コー ト

樹脂製の噴射チュープが通されており.液体LPGが気化する際に周開の熱を恋うこと(気化潜熱)によって

吸入空気中に含まれる水分が噴射口周辺で氷結しにくよう配慮することで.燃料がインテーク ・ポートへス

ムーズに供給されるよう配慮した。

. LPGインジェク タのパルプ・ニ一ドル先端部にゴム弁を設定し向いシール性を確保した。

・エンジン・コントローJレ・コンビュータからのLPGインジェクタ駆動信号(パルス信号)により.電磁弁(パ

1レプ ・ニードル)を駆動することで燃料フィード口が開閉し.フィード ・パイプからの加庄された液体LPG

が噴射チュープから噴射される。

-余剰に供給された燃料や気化した燃料は.インジェクタ上部からリターン ・パイプへ送られ.フューエル・

タンクへ戻される。

，.，...-懲斜リターンロ
{りターン・パイプへ}

量豊科フィードロ
{フィード・パイプから}

噴射チュープ

⑨ 
噴射口

(インシュレータ Ass'y先犠}
インジェヲタ・

インシュレータ Ass'y断面 インデータ・ポート

盟主斜入口

断鱗ガスケット

アルミ~
スペーサ

図1-10 LPGインジェクタ

〈フューエル・インジェクタ (LPGインジェクタ)仕様〉

ノズル形式

句史孔数

噴口径[mm]

段大噴射圧力[MPa]

~I!磁式

0.43 (インジェクタ)

フューエル・タンク内圧力・I~ 370・2

区芝J* 1:フューエル ・タンク内の燃料成分(LPGの主成分であるプロパンとブタ ンの割合)及び温度によって圧力

は変動する。

* 2:プレッシャ ・レギュレータ制御圧力

3) 電子制御式LPG液体噴射システム(EFILP)(図 1-11) 

・電子制御式LPG燃料噴射システム (EFILP: EFI for LPgas)は.キャブレタで気体燃料を供給するLPGキャ

プレ夕方式とは異なり.ガソリン車と同様な電子制御でインテーク ・マニホーJレドの各ポートに液体の

LPG燃料をi噴射する新世代のLPGエンジン制御システムである。

. LPG燃料の屯子制御噴射化によ り.TCCSによる精密な告燃比制御を可能とし.高性能 ・低燃費 ・低エミッ

ション化の実現を図った。
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-フ ューエル ・タンク (LPGボ ンベ)内に設置されたフューエル ・ポンプによってLPGを加圧しプレッシャ ・

レギュレータにより配管内の圧力を「フュー エル ・タ ンク内圧力+約O.4MpaJに調整され.余剰燃料はフュー

エル ・タンクへ戻される循環系システムとなっている。

'1' '1、勾、守、

LPGインジェクタ
'プレッシャ・ パルセーション・
レギュレータ ダンパ

; :フューエル・タンク内圧力 : 
I r::::二 :フューヱル ・ タンク内圧力+約Q.~I:!'= ~ 
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電子制御式LPG液体噴射システム (EFILP)図 1-11 

電子制御式LPG液体燃料噴射システ ム (EFILP)で主要構成部品

主要構成部品 主な機能

エンジン ・コント ロール ・コン 燃料圧力センサ ・ 燃料i~度センサなど各種セ ンサ類の信号を入力し.フューエル ・ ポンプ.
ピュータ タンク ・カット ・パルプ(緊急遮断弁)などの制御を行う。

フューエル ・ポンプ フューエル ・システム全体に一定の圧力を加えながら.LPGを液体のまま圧送する。

タンク ・カット ・パルプ(緊急進 イグニション ・スイッチを ON/OFFに逮勤して.フューエル ・タンク~エンジン問の

断弁) フィー ド側燃科経路の開閉を行う。

パルセーション ・ダンパ LPG インジェ クタの燃料Pj't~.f脈動を吸収する。

フューエル ・デリパリ ・パイプ
フューエル循環系システムとするために.フィード ・パイプとリターン ・パイプのダプ

Jレ・パイプ構成と している。

LPGインジェ クタ LPGを液体のままインテーク・ポートへl決息十する。

プレッシ守 ・レギュレータ フューエル配管の燃料庄カがフューエル ・タンク内圧力+約O.4Mpaになるよう調圧する。

プレッシャ ・リターン・パルプ イグニション ・スイッチをOj¥/OFFに迷勤して.エンジン~フューエル ・タンク間のリ

(リターン側電滋弁) ターン側燃料経路の開閉を行う。
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(2) 電子制御式LPG液体燃料噴射システム(EFILP)の特徴

項 自 特 徴

LPGを液体で保持するため.フューエJレ・システム全体に一定の圧力を加えておく システ

LPGの液体保持 ムとなっている。また.エンジン停止時もフィード側とリターン側のパルプを側弁するこ

とで圧力を保持し LPGの気化抑制を図る。

エンジン停止中にフューエル・デリパリ ・パイプ内のLPGがエンジンの余熱で気化する

始動時フューエル ・ポンプ ・プレ ことがあるため.IG ONで燃料温度/圧力センサによって燃料の気化を推定する。燃料公

駆動制御 化学j定した場合は.始動操作に先立ってフューエル・ポンプを駆動して燃料を循環させる

ことで.液体のLPGをデリパリ ・パイプ内に充てんし良好な再始動伎を確保する。

プレイグニション検出システム
燃焼室内に付着したカーボン ・デポジットなどによってプレイグニションが発生した均

合.一時的にフューエJレ・カットすることで異常燃焼による温度よ易を抑制する。

LPGの温度/圧力に応じた噴射M フューエル ・ デリパリ ・ パイプの燃料j温度/圧力センサからの伯号に応じて.燃料7~V立/

純正制御 圧力の変動に対応した燃料IIrt射補正を行う。

フューエル ・タンクの燃料温度/圧力センサからの信号-に応じて.地主主，季節に応じて変

LPGのプロパン率推定 化するプロパンE与を~出し.プロパン率殺により変化する燃料圧力に対応した燃料喰射補

正を行う。

フューエル ・ポンプ制御
エンジンの運転状態及びプロパン$*により変化する燃科圧力に応じて.フューエル・ポ

ンプ流量を3段階に制御する

霊童日 * : LPGの主成分であるプロパン燃料中に占める:明j合。

4) 制御一覧

制御名 機 能

燃料の圧力/i鼠皮に応じてLPG液体噴射システムの燃料附射圧力を確保するため.タン

LPG液体噴射制御(εFILP) ク・カ ット ・パルプ(緊急巡断弁)・プレッシャ・リターン・パルプ(リターン倶IJm磁弁)の

開閉制御を行う。

燃料l噴射量制御(EFl)
エンジンの状態に応、じて泌nした基本噴射時間に.各センサの信号による補正を加え.通

正な燃科喰射を行う。

点火時期制御(ESA)
エンジンの状態に応じて泌筑した基本点火時期に.各センサの信号による裕正を加え.通

正な点火を行う。

ノック判定制御 ノック ・センサの信号により. ノッキングの判定を行う。

i弁式電子制御スロ ットル制御 エンジンの状態に応じてiliiti.したスロットル開度に?各センサの信号-による締正を加え.

(ETCS -i) i盛正なス ロットル開度に制御する。

アイドル回転速度制御(ISC)
エンジンの冷却水温に応じたファースト ・ アイドル回転~~.エンジン暖機後のアイドル

向転速度を制御する。

VVT-i制御
エンジンの状態に応じてインテーク ・カムシャフトの位相を可変しエンジン出力の向上.

排出ガスの低減及び燃費の向上を図る。

フューエル ・ポンプ制御
燃料温度センサ信号 ・燃科庄)Jセンサ信号などに応じて適正な燃圧を確保するようフュー

エル ・ポンプ回転速度を3段階に制御する。

エアコン ・カ ット制御 加速時などにエアコン ・コンブレッサの負荷を低減して運転位の確保を図っている。

A/Fセンサ ・ヒータ制御 冷却水温及びi墓紙状態に応、じてA/FセンサのヒータのON-OFFを行う。

O~ セ ンサ ・ヒータ制御 冷却水温及び運転状態に応じて02センサ・ヒータのON-OFFを行う。

ダイアダノーシス・
外部診断器(DST-2)を使用し.SAE規格ダイアグ ・コード ・データの呼び出し.アク

ティプ ・テストなど正確かつ詳細な故障診断が可能である。

フェイルセーフ
各セン叩号に異常が発生以きエンジンコントーコンピー間単

値を利用して制御を続けるか.エンジンを停止させる。

霊童日 *.従来の外部診断器(S2ooo)によるダイアグ ・コード ・データの呼び出し及び故障診断も可能である。
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5) ウォーニング・ランプ及びインジケータ

作動インジケータ ・ランプに LPGインジケータ ・ランプを追加した。

〈作動/ウォーニング・インジケータ・ランプ仕様〉

意匠 名称と表示 機 能

-エンジン始動時のフューエル ・デリパリ ・パイプ内の制御状態に応じて.エ

. LEDによりイエローで表示
ンジン・コントロール・コンピュータからの信号により点滅。

LPG 
-フューエJレ・タンク内圧が規定締を超えると噂エンジン・コント ロール・コ

ンピュータからの信号により点滅。

(1) LPGインジケータ・ランプの作動

・エ ンジン始動時のフューエJレ・デリパリ ・パイプ内の制御状態に応じて. LPGインジケータ・ランプを点

滅させる。 また.フューエル ・タンク内圧が規定値を超えると. LPGインジケータ・ ランプを点滅させて.

警告を行う 。

・コンピネーション ・メータは.エンジン ・コン トール ・コン ピュータからの信号に応じて. LPGインジケー

タ ・ラ ンプの点灯制御を行う。

IG'ON 

点灯
点灯パターン① 消灯

点灯
点灯パターン③

消灯
0.2秒

引抄↑-j
点灯

点灯パターン③
消灯

丁目靖子短絡 む・ON

点灯
点灯パターン③

，肖灯

〈車両の状態におけるランプ点灯制御〉

パターン ランプ状態 操 作 車両の状態

① 
IG -ONで約0.5秒点士了後 i肉

そのままエンジン始勧可能。 ー
灯

IG -ONで0.4秒周期で点滅 IG-ONのまま消灯するまで
エンジン ・コントローJレ・コンピュータが.

② 
(最長5秒間) 待ち.エンジン始動する。

フューエル ・デリパリ ・パイプ内燃料が気化し

ている状態を検知。

02秒間期で点滅(フューエル ・ 約10分おきにIG-ONし.ラ エンジン ・コン トロール・コンピュ ータが

① タンク内圧が規定値以下になる ンプが消灯していることを確認 フュー.エル ・タンク内圧が規定値以上になった

まで点滅) 後.エンジン始動する。 ことを検知。

@ 
エンジン ・コン トロール・ コンピュータが検出したプレイグニション及び.それに伴う燃料噴射カット制御の実行

臨H援を磁認できる。詳綿は.修理舎を参照すること。

図 1-12 LPGインジケータ・ランプの作動
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3 点検・整備のポイント

1) LPGエンジン燃料系部品の取り扱い

軍亘

-.:S:IÇ~ 

(1)燃圧ゲージ接続時及び切り離し後には.燃圧ゲージ及び接続先のパルプ.サービス ・ポート周辺のガス漏れ

点検を行う。

(2)このシステムは.燃料をデリパリ・パイプで液相維持し液体噴射するシステムのため.フューエル・ライン

を切り離して作業をする場合は.配管内の液状ガスをフユーエル・タンクに戻す「室主ガス押し戻し作業Jを

実施する。従来のようにフューエル ・タンクのメイン ・パJレブ(取り出しパルプ)を閉じた状態でエンジンを

回しでも配管中の液体燃料を完全に抜くこ とはできない。

「窒素ガス押し戻し作業」は.4)フューエル ・システムの作業:ポイントを参照すること。

(3)安全性確保のため.作業前及び作業後.エンジン始動前及び停止後.フューエJレ・タンクのメイン・パルプ

及びリターン ・パルフ'の開問状態確認を行う。

匡罰 ・LPGタンクを分解する際はLPGタンク内のしげスを抜き取り後に行うこと。

. LPGタンクの気密点検を行う際は.LPGタンク内にLPガスが入った状態で行うこと。

2) 燃料系部品の脱着

(1)燃料系部品の脱着作業場所

{イ)風通しが良く.周囲に溶接機.グラインダ. ドリ Jレ，電気モータ及びストープなどの火気のない場所で作業

する。

(ロ)長化 した燃料が充満するおそれのあるピットやその近くなどでは作操・しない。

(2)燃料系部品の脱着

(イH乍業開始前に消化器を準備する。

(ロ)静電気防止のため.車両及びフューエル・タンクなどにはアース線を取り付けると共に.足元が滑らない程

度に水をまく 。

料電動ポンプ及び作業灯などのむ気機器は.火花が飛んだり高温になるおそれがあるので使用しない。

(ニ}鉄ハンマなどは.作業時に火花が飛ぶおそれがあるので使用しない。

3) LPG車燃料系部品のガス漏れ点検

(1) 燃料系部品の脱着を行った場合ガス漏れの点検を行う。

(2) 点検に必要な機材

匡~.ガス検知器はメタン・ガス濃度が0.2%以下まで検出できるものを使用すること 。

ωガス検知器又はガス検知液

計器 ハンデイ ・ガス検知器〈紹介)(SP -206) [(株)パンザイ I(株)イヤサカ扱い]

油脂・その他石けん水.経など

(ロ)点検鏡.ファイパ・スコープ

ヤ判乍業灯

(ニ)ワイヤ・ブラシ..スクレーパ.ウエスなどの消締用具

(3) 点検箇所の清掃

I jì~ I スチーム・ク リーニングを行う場合 フューエjレ・タンク(ガス谷器)内圧力が上県しないよう 40'C以下の

温水を使用する。

-汚れがひどい場合には中性洗剤を使用し.灯油などの溶剤は使用しない。
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(4) 検知液による気密(ガス漏れ)点検(図 1-13) 

付)配管.機器の接続部にガス検知液(石けん水)を塗布しガス漏れを点検する。

{ロ)エンジンを始動し.アイドリングで10分間放置する。

やすアイドリング状態でガス検知液を塗布した箇所を. 目視にて泡が発生(ガス漏れ)していないことを点検する。

E霊u.配管などの気密(ガス漏れ)点検についてはエンジン ・アイドリング状態で点検創刊。

-アイドリング状態での点検は.エンジン回転部分への巻き込み.火伽などに充分注訟を払って作業を行う。

(ニ)ガス漏れのあった箇所は.燃科流出防止作業を行った後.増し締め又は部品交換を行い再度ガス撮れ検査を

実施する。

(利検査終了後ガス検知液を拭き取る。

泡が発生しないこと

図1-13 検知液による(ガス濡れ)点検

(5) ガス検知器による気密(ガス漏れ)点検(図 1-14) 

(イ)配管.機器の接続部にガス検知棉の検出部を当ててガス漏れを点検する。

{ロ)エンジンを始動し.アイドリング状態で.配管.機器の接続部にガス検知器の検出部を当ててガス漏れを点

検する。

E量訂 ・ガス検知器への吸引は. 1筒所につき 10秒以上行う e

-アイドリング状態での点検は.エンジン回転部分への巻き込み，火傷などに十分注意を払って作業を行う。

・ガス検知器は自動車の排気ガスにも反応するため.排気ガスをダクトなどで吸引し排気ガスの影響を受け

ないようにする。

い)ガス漏れのあった箇所は燃料流出防止作業を行った後.増し締め又は部品交換を行い再度ガス濡れ検査を

実施する。

図1-14 ガス検知器による気密(ガス漏れ)点検
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(6) ガス漏れ検査箇所(図 1-15) 

フューエル・
パルセーション ・
ダンパ

フューヱル・
プレッシャ・
レギュレータ

a悶曙圏h

フューエル・

ソレノイドLPG
ヱマジェンシ・パルプ
{緊急逮笥弁}

充てんパルプ
(過充てん防止弁付き)

LPGフューエル ・タンク
Ass'y 

ソレノイド・パルプ
(リターンiRlJ電硲弁)

センダ・ゲージ ASS')'

図Iー15 ガス漏れ検査箇所

4) フューエル・システムの作業ポイント

(1 ) 注意事項

(イ)作業前注意

・フューエル ・システムの作業を行う場合，必ず燃料流出防止作業後バッテリ ・マイナス ・ターミ ナルを切り

離しでから行う。

・フューエル ・システムの作業は火気のそばでは絶対にしないこと。また作業中には絶対に喫煙しない。

(2)機能点検

(イ)燃料流出防止作業について(図 1-16， 17) 

匿 亙 液体LPG燃料が燃料配管内こ入っており フューエル ・ホースなどの燃料配管を切り離す際にLPガスを大

気開放させないため.燃料配管内のLPG燃料を窒素ガスの圧hでLPGフューエJレ・タンクに押し戻す必要が

ある。

(a)LPGフューエル ・タンクに印可する圧力について

①窒素ガスをLPGフューエル ・タンク内に流入させない

ために必要最小限の窒素ガスを印加させる必要がある。

②ゲージ2を使用して.LPGフユーエJレ・タンク内の圧力

を測定後. レギュレータにて印加させる窒素ガスの圧力

を調整する。

③印加する庄力を調整することにより LPG燃料はLPG

フューエル ・タンク内に押し戻され.窒素ガスは配管の

みに印加される。

直亙 燃料流出防止作業の留意点

(MPa) 
ゲ 3.0

J 

.---' 
〆"・4
v 

〆/
..... 

2.5 

2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

0.0 

y 

膏
圧
す
る
盛
策
圧
力

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 

LPGフューエル・タンク庄(MPa)

図1-16 LPGフューエル・タンクに印可する圧力

①ゲージ2を使用してLPGフューエル ・タンク内の圧力を測定後.印加する窒素ガスの圧力を調整する。

軍 司膨張した 鍛ガスとLPG燃料の境界点をリターン・パルプでつり合うようにするため。

①ゲージに室紫ガスを印加後.接続パルプA(図1-17参照)を閉 じる。

霊童ヨ 識圧した圧力を保持し 錦ボンベ内の窒素ガスがLPGフューエJレ・タンク内に流入することを防止するた

め。

③交換する部品により燃料流出防止作業を行う配管を分ける。

匿~ LPGフユーエJレ・タンク内に録ガスが流入する機会を減らすため。
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部品名 リターン側

ノック ・コントローJレ・センサ 。
E.F.I.ウォータ ・テンパラチャ ・センサ 。

パーシヤル ・エンジンAss'y 。
チェーン 。

シリンダ ・ヘッド ・tfスケット 。
インジェクタ Ass'y 。

フューエル ・プレッシャ・センサ 。
フューエル ・ポンプ 。

フューエyレ・ポンプ ・レジスタ 。
フューエル ・プレッシャ ・パルセーション ・ダンパAss'y 。

フ4 ーエル ・プレッシャ ・レギユレータAss'y 。
LPGフューエル ・タンク Ass'y 。

LPGフィルタ Ass'v 。
フューエル ・センダ ・ゲージAss'y 。

ソレノイドLPGエマジェンシ ・パルプ 。
ソレノイド ・パルプ(残圧保持周) 。
フューエJレ・テンパラチャ ・センサ 。

インテーク・マニホールド 。
タイミング ・チェーン(ベルト)・カバー 。

@)LPGフューエル ・タンクの安全弁噴き出し圧力以上(2.6MPa以上)は印加させない。

喧~ LPGフューエJレ・タンク圧力州い場合は. 2阿に分けて行う。

⑤燃料流出防止作業時のLPGフューエル ・タンク内の燃科温度は40"C以下であること。
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押し戻し前 :

りタヲL側

側…白トピスポート 1

。
フィード側

メイン・パルブ

o 
押し戻し後 :

LPGフューエル・タンク圧が高い揚会 :

(1) 1自白 2.6MPa押し戻し

(2)2伺13..需圧力を甥圧して縛し戻し

図 1-17 燃料流出防止作業について

(ロ燃料流出防止作業(リターン側用)

直室口 ・この作業は窒素ガスをl.OMPa以上で充てん作業を行うためilE庄ガスの製造事業(都地)に該当し.都道府

県庁への届出が必要となる。

-窪紫ガスで燃料配管から LPGフューエJレ・タンクへ押し戻すとき.窒素ガスがLPGフユーエル・タンクに

流入することを防止するため.以下の手順を必ず遵守し作業すること。
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(a)窒素ガス押し戻し機器を取り付ける。(図1-18) 

~ 
づ;::::;-'

ノ

~rソレノイド・パルプ :

ソレノイドLPGエマジェンシ・
パルプ

間関→t("'"手当/カバー

パルプ ョ少>"，サービス・

'Ç~I ポート 1

lIIlM 一一一宮p、--カバー

パルプ刈羽 一 、ー ま
サービス・ポート 2

窒素ボンベ

図1-18 窒素ガス押し戻し機器の取り付tt

①笠索ボンベにレギュレータを介してゲージ1を接続する。

②ソレノイドLPGエマジェンシ ・パルプのサービス ・ポート lにゲージlを接続する。

直E ゲージlのパルプはすべて闘状態であること。

③LPGフューエル・タンクのメイン ・パルプ及びリターン ・パJレブを全開にする。

@充てんバルブを全開にする。(凶1-19) 

⑤ゲージ2を給油口に接続する。

区E ゲージ2のパルプはすべて閉状態であること。

(b汐同1S診断器(DST-2)がある場合のLPGフューエル ・タンク前点検

特殊工具:外部診断器(DST-2) 09991 -70200 

図1-19 充てんバルブ

①外部診断器を使用して.凶国表示に従って“ECUデータモニター"画面を表示させ.“タンク燃i昆(TGT)"を

選択する。

②タンク燃料温度"タンク燃温(TGTJ"が401:以下であることを確認する。
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区~ 40t以上の場合は.タンク燃j昆が下がるまで冷却する。

(c)外部診断器がない場合のLPGフューエル ・タンク前点検(図 1-20) 

①ゲージ2の接続パルプCを聞き. LPGフューエル ・タン

ク内圧が0.61MPa以下であることを確認する。

匡亙 ・燃料のプロパン割合により.LPGフューエル ・タ

ンク内圧は異なるためLPGフューエル ・タンク燃

料温度が40't以下の場合でも.LPGフューエル ・

タンク内圧が0.61MPaをこえる場合がある。外部

診断器がない場合は.LPGフューエJレ・タンク燃

料温度が分からないため，プロパン割合の低い場合

の基準圧0.61MPaを判定基準とする。

図1-20 外部診断器がない場合のLPGフュー

エル・タンク前点検

. LPGフューエル ・タンク内圧が高い場合は.窒素ガス押し戻し作業ができない場合がある。

(d)窒素ガスを充てんする。

①LPGフューエJレ・タンク内圧から窒素ガス充てん庄力及び回数を決める。

タンク圧力(MPa)
L@I目

o.∞ 1.1 

0.10 1.4 

0.20 1.7 

0.30 2.0 

0.40 2.3 

0.50 2.6 

o.ω 
0.70 

0.80 

0.90 

0.94 

1.(ね

1.10 

②ソレノイドLPGエマジェンシ ・パルプのコネクタを切り離す。

③特殊工具(ダイア グノ ーシス ・チェック ・ワイヤ)を使用

して. DLC1のTEl.TE2及びE1端子を短絡する。(図

1 -21) 

特殊工具 :09843 -18020 

塗議印加l圧力(MPa)

2回目

1.3 

1.7 

2.1 

2.5 

2.6 

図 1-21 DLC1 

@レギュレータで.決定した窒紫ガス充てん圧力に調圧をする。
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⑤ゲージlのパルプA.Bを全開にして窒素ガスを配管に

封入する。(図 1-22) 

匡童ヨ石けん水で.サービスポート 1とゲージ1の接続部

に漏れがないことを確認する。

図1-22 ゲージ1

⑥窒素ガス充てん圧力が設定圧力まで上昇したら，ゲージlのパルプAを全開する。

直三日鍛ボンべから余分な窒素ガスが流入しないよう必ず全閉すること。

( e)*.~料配管内の燃料を LPG フューエル ・ タンクに押し戻す。

①サービス ・ポート 1の開閉パルプ(二面幅6mm六角スクリュ)を開く 。

直 E 石けん水で.サービス ・ポート lとゲージlの接続部に漏れがないことを確認する。

②IG ONして.ソレノイド ・パルプを開弁させる。

③LPGフューエル ・タンクのリターン ・パルプを開け.約5秒後に全開する。

(f}2回目の燃料押し戻し作業を行う場合

①サーピス・ポート lの開閉パルプ(二面幅6四六角スクリュ)を全開する。

②ゲージlのパルプAを全開であることを確認する。(図

1 -23) 

②レギュレータで.決定した2回目の窒素ガス充てん圧力に調圧をする。

③ゲージ1のパルプAを全開にして窒素ガスを配管に封入する。

図1-23 ゲージ1

区E 石けん水で.サービス ・ポート lとゲージ1の接続部に漏れがないことを確認する。

①窒素ガス充てん圧力が設定圧力まで上昇したら，ゲージlのパルプAを全開する。

匿記鍛ボンベから余分な獄ガスが流入しないよう必ず全開すること。

⑤サーピス ・ポート 1の開閉パルプ(二面幅6四六角スク リュ)を聞く。

宣車白石けん水で サービス ・ポートlとゲージ1の接続部に漏れがないことを確認する。

⑤LPGフューエル ・タンクのリターン・ パルプを開け，約5秒後に全開する。

(g)窒素ガスを開放する。

①窒素ボンベにあるレギユレータを全開する。
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②ゲージlの開放パルプ1を闘けて.窒素ガスを大気開放

する。(図 1-24) 

③ソレノイド ・パルプにあるサービス ・ポート 2の開閉パ

ルプ(二面幅6mm六角スクリュ)を開けて，窒素ガスを大

気開放する。

図1-24 ゲージ1

@ゲージ1の開放バルブ1.サーピス ・ポー トl及び2の開閉パルプ(二百11I日6mm六角スクリュ)を全開する。

⑤IG OFFする。

⑥特殊工具(ダイアグノーシス・チェック・ワイヤ)を取り外し DLClのTEl.TE2及びEl端子を開放する。

⑦ソレノイドLPCエマジェンシ ・パルプのコネクタ を接続する。

(h)窒素ガス押し戻し機器を取り外す。

(i)バッテリ ・マイナス ・ターミナルを切り離す。

(j)充てんパルプを締める。

ャ、〉燃料流出防止作業(フィード側用)

匡童日 ・ この作業は都ガスをl.O~ilPa以上で充てん作業を行うため高圧ガスの製造事業 (第 2種) に該当し都道府

県Irへの届出が必要となる。

-室紫ガスで燃料配管からLPGフューエル・タンクへ抑し戻すとき.宅索ガスがLPGフューヱJレ・タンクに

流入することを防止するため，以下手順を必ず遵守し作業すること。

(a)輩紫ガス押し戻し機器を取り付ける。(図 Iー25)

ソレノイドLPGエマジzンシ・
パルプ

jTF|陪プ

liU量ボンベ

図1-25 窒素ガス押し戻し機器の取り付け
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①窒素ボンベにレギュレータを介してゲージIを接続する。

②ソレノイドLPGエマジェンシ ・パルプのサービス ・ポート uこゲージ1を接続する。

I ji;f! I ゲージlのパルプはすべて問状態であること。

③LPGフユーエJレ・タンクのメイン ・パルプ及びリターン・パルプを全開にする。

①充てんパルプを全開にする。(図 1-26) :r-一一

①ゲージ2を給油口に接続する。

直重ヨ ゲージ2のパルプはすべて閉状態であること。

(b汐十部診断器(DST-2)がある場合のLPGフューエJレ・タンク前点検

特殊工具:外部診断器(DST-2) 09991 -70200 

図1-26 充てんバルブ

①外部診断器を使用して.画面表示に従って"ECUデータモニター"画面を表示させ，"タンク燃温(TGTfを

選択する。

②タンク燃料温度・・タンク燃温(TGT]"が40t以下であることを確認する。

匡罰 40"C以上の場合は.タンク燃温が下がるまで冷却する。

(c)外部診断器がない場合のLPGフューエル ・タンク前点検(図 1-27) 

①ゲージ2の接続パルフ℃を聞き. LPGフユーエlレ・タン

ク内圧がO.61MPa以下であることを確認する。

I jì~ I 燃料のプロパン割合により LPGフューエル タ

ンク内圧は民.なるためLPGフューエJレ・タンク燃

料温度が40"C以下の場合でも.LPGフューエル・

タンク内圧がO.61MPaをこえる場合がある。外部

診断器がない場合は.LPGフューエル ・タンク燃

料温度が分からないため.プロパン割合の低い場合 図1-27 外部診断器がない場合のしPGフュー

の基準圧O.61MPaを判定基準とする。

. LPGフューエル ・タンク内圧が高い場合は.窒素

ガス押し戻し作業ができない場合がある。

(d)リターン側配管に窒素ガスを充てんする。

①LPGフューエJレ・タンク内圧から.窒素ガス充てん圧力を決める。
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タンク圧力(MPa)
l回日

0.00 1.1 

0.10 1.4 

0.20 lフ

0.30 2.0 

0.40 2.3 

Q.叩 2.6 

O.印

0.70 

0.80 

0.90 

0.94 

1.00 

1.10 

②ソレノイドLPGエマジェンシ・パルプのコネクタを切り離す。

③特殊工具(ダイアグノーシス・チェック ・ワイヤ)を使用

して. DLClのTEl.TE2及びEl端子を短絡する。(図

1 -28) 

特殊工具:09843 -18020 

窒素印加圧力(MPa)

2回目

ー

ー

1.3 

1.7 

2.1 

2.5 

2.6 

図 1-28 DLC1 

@レギュレータで.決定した輩紫ガス充てん圧力に調圧をする。

⑤ゲージlのパルプA.Bを全聞にして窒素ガスを配管に

封入する。(図 1-29) 

直 E 石けん水で サービス ・ポート lとゲージ1の接続部

に漏れがないことを般認する。

図1-29 ゲージ1

⑤窒素ガス充てん圧力が設定圧力まで上昇したら.ゲージlのパルプAを全開する。

直 E 窒素ボンべから余分な窒素ガスが流入しないよう必ず全開すること。

(e)リターン側燃料配管内の燃料をLPGフューエル・タンクに押し戻す。

①サービス ・ポー ト1の開閉パルプ(二面幅6mm六角スクリュ)を開く 。

直童司石けん水で.サービス ・ポート 1とゲージlの接続部に漏れがないことを確認する。

②IG ONして，ソレノイド ・パルプを開弁させる。

③LPGフューエル ・タンクのリターン ・パルプを聞け.約5秒後に全開する。

(f)2回目のリターン側燃料配管内の燃料をLPGフューエル ・タンクに押し戻す場合

①サービス ・ポート 1の開閉ノ{)レプ(二面幅6mm六角スクリュ)を全開する。
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②ゲージ1のパルプAを全閉であることを確認する。 o パルプA

パルプB

図1-30 ゲージ1

③レギュレータで¥決定した2回目の窒素ガス充てん圧力に調圧をする。

@ゲージlのパルプAを全開にして窒素ガスを配管に封入する。

軍記石けん水で，サービス・ポート 1とゲージlの接統制こ漏れがないことを確認する。

⑤窒素ガス充てん圧力が設定圧力まで上昇したら.ゲージlのパJレブAを全開する。

区窪]窒素ボンべから余分な窒素ガスが流入し7ないよう必ず全開すること。

⑥サービス・ポー トlの開閉パルプ(二面幅6醐六角スクリュ)を聞く。

匡亙石けん水で，サービス ・ポート lとゲージ1の接続部に漏れがないことを確認する。

⑦LPGフューエル ・タンクのリターン・パルプを開け.約5秒後に全開する。

(g)フィ ー ド側配管に窒素ガスを充てんする。

(DLPGフューエル・タンク内圧から，窒素ガス充てん圧力及び回数を決める。

タンク圧力(MPa)
室紫印加圧力(MPa)

l回目

0.00 1.5 
0.10 1.6 
0.20 1.7 
0.30 1.8 
0.40 1.9 
0.50 2.0 
0.60 2.1 
0.70 2.2 
0.80 2.3 
0.90 2.4 
0.94 2.5 
1.00 2.6 
1.10 

②ソレノイドLPGエマジ、エンシ・パルプのコネク タを切 り離しであることを確認する。

③IGON状態であることを確認する。

@特殊工具(ダイアグノーシス・チェック ・ワイヤ)を使用

して. DLClのTEl.TE2及びE1端子を短絡しである

ことを確認する。(図 1-31) 

特殊工具:09843 -18020 

2回目

2.5 

図1-31 DLC1 

⑤レギュレータで，決定した窒素ガス充てん圧力に調圧をする。
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@ゲージlのパルフ A，Bを全聞にして窒素ガスを配管に

封入する。(図 1-32) 

直 E 石けん水で.サービス・ポートlとゲージiの接続部

に漏れがないことを確認する。

図1-32 ゲージ1

⑦窒素ガス充てん圧力が設定圧力まで上昇したら.ゲージlのパルプAを全閉する。

喧三日餓ボンベから余分な室紫ガスが流入しないよう必ず全開すること。

(h)フィード側の燃料配管内の燃料を LPGフューエル ・タ ンクに押し戻す。

①LPGフューエル・タンクのメイン・パルプを開け.約5秒後に全開する。

(i )2回目のフィード側配管燃料押し戻し作業を行う場合

①ゲージ1のパルプAを全閉にする。(図1-33) 

直劃 サービス・ポート 1の開閉パルプに 面幅6mm六角ス

クリュ)を闘のままにする。

②レギユレータで.決定した2回目の窒素ガス充てん圧力

に調圧をする。

①ゲージ1のパルプAを全開にして窒素ガスを配管に封入

する。

直童日石けん水で サービス ・ポート lとゲージlの接続部

に撮れがないことを確認する。

図1-33 ゲージ1

@窒素ガス充てん圧力が設定圧力まで上昇したらゲージIのパルプAを全開する。

度重口敏ボンベから余分な室紫ガスが流入しないよう必ず全開すること。

⑤LPGフューエjレ・タンクのリターン・バルブを聞け.約5秒後に全開する。

0)窒素ガスを開放する。

①輩素ボンベにあるレギュレータを全開する。

②ゲージlの開放パJレブ1を開けて.窒素ガスを大気開放

する。(図1-34) 

図1-34 ゲージ1

③ソレノイド ・パルプにあるサーピス ・ポート 2の開閉パルプ(二面幅6mm六角スクリュ)を聞けて.窒素ガス

を大気開放する。

@ゲージlの開放パルプ1.サービス ・ポー ト1及び2の開閉パルプ(二面幅6mm六角スクリュ)を全開する。

⑤IG OFFする。

⑤特殊工具(ダイアグノーシス・チェック ・ワイヤ)を取り外し DLClのTE1. TE2及びEl端子を開放する。
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⑦窒素ガス押し戻し機器を取り外す。

③バッテリ ・マイナス ・ターミナルを切り離す。

③充てんパルプを締める。

(ニ)燃料漏れ点検

-・ヨ匡皆』・・

直重o.配管燃料を窒素加圧してLPGフューエJレ・タンクに押し戻した場合.エンジン再始動不可になる恐れがあ

るため.必ず下記手順要領を遵守し作業すること。

・燃料系部品取り付け後.必ず燃料漏れ点検を行う。

① リターン ・パルプを全聞にする。(図 1-35) 

図1-35 1)ターン・バルブ

②メイン ・パルプを全閉より半回転ほど開けて.エンジンを始動する。

①エンジン始動後.メイン ・パルプを全開にする。

@配管接続部に石けん水を塗布して燃料漏れがないこと

を確認する。

⑤漏れがあった場合は増し締めを行い.再度確認する。

直ru11'1し締めは締め付けトルクを超えてはいけない。

@塗布した石けん水を拭き取る。

-119 -

石けん水

量B布

図1-36 石けん水塗布




